
地  図
I 教科、種目の観点

資料作成に当たつては、共通観点の他に、学習指導要領 (平成29年 3月 )に示された各教科の目標や内容等Itt「して検討し、教科独自の観点を定めた。

Ⅱ 選 定資料利用上の留意点
1資料の作成に当たつては、設定した観点ごとに、特に目立らた事柄を取り上げること。
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、適正な採択のための資料とすること。
3前記の観点と次表の観点、具体項目とは、対応させて読み取ること。

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨・内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の日標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となつているか。

ふるさと長崎の伝統・文化や歴史、自然について理解を深める学習に生かせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて(確かな学力の育成を図る上での特長

基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得することができるよう工夫されているか。

知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育成することができるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度を身に付けることができるよう工夫されているか。

社会的事象について、情報を効果的に調べまとめる技能を身に付けることができるよう工夫されているか。

主題図や統計、写真等は、社会的な見方と考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を支える上で、適切な内容、構成、表現方法であるか。

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバーサルデザイン)等の観点からの表記 P表現や体裁の特長

文章は、分かりやすく、質・量ともに適切な記述となっているかも

写真、挿絵ャ図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、道切に配慮されているか。
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Ⅲ 地 図

・ 地図の掲載範囲を広げたり、多くの資料を掲載 した りして、各ページの内る
を充実させることで、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る工夫がなさ
れている。また、世界の各州ごとの鳥置覇t図 を掲載 し、一般図と比較すること
で、地域の自然や人々の生活の様子をイメィジすることができるよう工夫さ
れている。                            す

。巻頭に「地図帳の使い方」を掲載 し、地図の要素や種類、検索の使い方が分
かりやす く説明してあり、実際の地形図を活用して地形図の見方を身に付け
られるコーナーを設けるなど、地図を活用する技能を身に付けることができ
るよう工夫されている。
I地図ギ舌用」のコーナ■で、地理的な見万・考え万を働かせ る問いを示 し、

地図や資料 を読み取 りなが ら課題 を解決す る学習を促す ことで、思考力、判
断力、表現力等を育成す ることができるよう工夫 されているこ

各州や各地域の資料の末―ジに、関連するテーマごとに複数の主題図を同縮
尺で並べて配置することで、生徒が地図を比較・関連付けて読み取 り、思考
力、判断力、表現力等を育成することができるよう工夫されている。

。資料のページに I学習課題」を示すことで、そのページに掲載されている資
料について、選択や比較、考察の視点を明らかにすることで、生徒の興味・

関心を高め、見通 しをもつて主体的に学習に取 り組むことができるよう工夫
されている。

トル横に二次元コー ドが掲載されてお り、学習課題に応 じて情報を
とができるようにすることで、生徒が主体的に課題に取り組むこと
よう工夫されていると
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日本の資料のページで、 1日 本列島」の地図や I観光・スボーツ」、 十日本
の歴史遺産」、「日本の生活 。文化」の資料を、巻末ペエジで、日本の領土
に関する写真や資料を掲載することで、我が国と郷上の歴史や伝統文化など
についての理解を深めることができる構成となっている。

。地形、防災、歴史の視点から大阪府や東京都周辺を地勢図で表 したり、 「日
本の自然災害・防災」のページを掲載 したりすることで、過去の地震の分布
や自然災害に対する備え、ハザー ドマップを事例にした防災に向けての取 り
組みを分かりやす く示 し、命を重んじる態度の育成に資する構成となつてい

る。
1日 本の腔史遺産」では、大涌天主室が写員 とともに地凶甲に掲載されてい

るほか、出島やオランダ商館跡、長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産
の位置が記 されている。 「日本の生活 。文化」では、各地方の特色ある祭
り・行事として長崎くんちがイラス ト付きで掲載されている。

「九州地方の資料」では、びわや じゃがいもの産地を示す絵記号、原爆によ
る被害や現在の土地利用、世界遺産の位置などを示す長崎市の鳥H破図が掲載
されている。また、普賢岳の噴火による被害と防災施設を示す鳥駁図が掲載
され、火山災害に姑する備えを考えることができるよう工夫されている。

,大浦天主堂やマリア観音、長崎の出島や端島 (軍艦島)、 九州地方のキツシ
タン大名など、長崎県が有する二つの世界文化遺産の構成資産が写真と地図
で紹介されている。また、「原子爆弾投下時の長崎」が掲載されており、爆
心地からの距離と被害状況が分かりやすく扱われている。        |

。「日本の自然環境」では、日本の気象記録に長浦岳 (長崎県長崎市)、 主な
火山に雲仙岳、国立公園やジオパークに西海や雲仙天草が、「九州地方の基
本資料」では、びわや造船、波佐見め磁器などが絵記号で掲載されて長崎県
の自然と産業に関わる題材が扱われている。

。写真や図が豊富に掲載され、説明文も簡潔に記載されており、生徒が地域の

様子をイメージしやすいよう工夫されている。また、人ロピラミンドの作図
や地形図の読み取り、デジタルコンテンツを活用した学習への促しなど、知
識を確認したり深めたりすることができるよう工夫されている。

と世界遺産や歴史の舞台に関する地名を表記し、地理的分野・歴史的分野・公
民的分野との関連を図ることを通して、基礎的・基本的な事項を習得するこ
とができるよう工夫されている。

・ 全体 を通 して、関運す る資料のベーシを示 した Iジャンプ」の項 目があ り、

複数の資料 との比較や関連付けを通 して、資料活用の技能 を高め、思考力、
判断力、表現力等を育成す ることができるよう工夫 されている。

・ 世界や日本のテーマ資料が掲載され、多面的・多角的に地域間の特色を比較
することができる。また、キャラクターの吹き出しには、資料を読み取るヒ
ントや思考を深めさせる問いを記すことで、グラフや資料を基に、思考力t

判断力、表現力等を育成することができるよう工夫されている。

・ 現代的な話課題について、国際社会で活躍する日本人の紹介やSDGsと 関連さ
せて、「持続可能な社会」の実現のためにこれから自分がどのように生きる
のかを考えることで、主体的に課題に迫 り、解決 しようとする態度を身に付
けることができるよう工夫されている。

・ 写真や図を豊富に掲載 した り、「Dマーク」を付けてデジタルヨンテンツの

参照を促 したりして、学習課題に応 じて情報を調べることができるようにす
ることで、生徒が主体的に課題に取 り組むことができるよう工夫 されてい

る。

東 書

「現代社会の課題を解決するために FSDCs』 を知ろう !」 では、持続可能な
開発目標の概要を写真付きで紹介したり、「現代的な諸課題」では、SDGsに

関連する資料を提示したりすることで、社会や国家の諸課題を自らの問題と
して捉えさせ、様々な取り組みに積極的に参画し、自ら解決を図ろうとする
態度を養う構成となっている。

「日本の人口」では、日本の人口分布や老年人口の割合、人口の増減率など

を示す地図を同縮尺で配置 し、出生数や合計特殊出生率の推移、老年人口の

割合 と高齢者数の推移などを示すグラフを併せて掲載することで、資料を相
互に関連付けながら読み取 り、自身の課題 として捉えやすい構成となってい

る。
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Ⅲ 地図

・ 環境、防災、 日本 との結びつきをティマとして取 り上げ、資料図に
テーマを表すマークを付けて掲載することで、社会的事象にっいての

情報を効果的に調べ、まとめる技能を身に付けることができるよう工

夫されている。

・ 調べ学習を補 う豊富な主題図・統計資料を多数掲載することで、必要
な情報を調べたり、まとめたりしやすくなるよう工夫されている。

I地図活用」や資料図での I学習課題」のコーナーでは、問いや課題

解決のための視点を示す ことで、社会的な見方・考え方を働かせた
り、課題の解決に見通 しをもつて活動 した りできるような内容 となつ

ている。

・ 統計資料では、上位・下位それぞれ 5か国の数値が色分けや太さで明
確に示されてお り、課題を追究する上で読み取 りやすい表現方法と
なっている。 「

・ 文章や語句は分か りやすいものであり、 「地図活用」や 「学習課題」
のコーナ∵の記述も適切な量で記述 されている。

・ 地図中に絵記号やイラス ト、写真が多く掲載されており、必要な情報
が下目で視認でき、凡例や説明は簡潔に表現されている。

。地形の特徴が捉えやすいように、標高や陰影による色分けを合わせて

用い、大きく色鮮やかな立体感のある表現がされている。また、鳥敵
図を多数掲載 し、一般図と比較することで、生徒がその地域をより具
体的にイメージすることができるよう配慮 されている。

・ 歴史的分野や公民的分野の学習内容に関連する地図や統計資料を掲載
することで、学習内容を相互に関連付けながら、効果を高めることが
できるよう配慮 されている。

・ 地図や地勢図、鳥欧図に用い られる文宇や絵記号は、デザインを大き
くした り、色彩を明るくした りすることで、見やす くなるよう配慮 さ
れている6

・ A4判の判型を用いて各ページの資料を充実させることで、多様な視
点から地域の特色を捉えることができるよう配慮されている。

帝  国東 書
・多くの資料に「ジャンプ」の項目を設け、関連資料や類似資料を調べた

り、比較したりすることが容易にできるようにすることで、情報を効果
的に調が、まとめる技能を身に付けることができるよう工夫 されてい

る。

・ 巻末の索引では、地名索引と資料索引を掲載 し、資料索引を地形、気

候、産業などの項 目ごとに示すことで、情報を効果的に調べることがで

きるよう工夫されている。

・ 各州や各地方の基本資料の次にテーマ資料のページを設けたり、教科書
との連携を意識 し、学習課題に沿つて詳細な資料を多数掲載したりする
ことで、多面的・多角的に社会的事象を捉えることができる構成となつ

ている。

各州や各地方の一般図のタイ トルには、「注目したい記号」が示されて
おり、課題追究の視点として活用することで、その地域の特徴が読み取
りやすくなるよう工夫されている。

・ 資料やグラフには、簡潔な説明文が添えられてお り、資料を′効果的に活

用させるために、分かりやす く記述されている。

t地図帳の活用方法が詳しく記載されるとともに、資料を読み敗る視点に
っいては、生徒が読み取りやすいようにキャラクターの吹き出しを用
い、会話形式で記述されている。

・ 全体を通 して写真が多数掲載 され、簡潔な説明と合わせて、生徒が読み
取うた内容を視覚的にイメージできるようにすることで、生徒の学習意
欲や学習効果を高めることができるよう配慮 されている。

「歴史の舞台 と九州地方」、「ピックアツプTOKYO」 など、地理的分野
の学習と、歴史的分野・公民的分野の学習を関連させるページを設ける
ことで、各分野の学習を深め、効果を高めることができるよう配慮され
ている。

・ 地図や資料は陰影を抑えたシンプルなデザインにするとともに、容易に
見分けられる色の組み合わせを取り入れることで、見やすくなるよう配
慮されている。

・ AB判で、全体の構成を世界、日本、統計、素引の四つに大別 して色分
けし、各ページのインデジクスも地域ごとに色分けすることで、地図や
資料を容易に検索することができるよう配慮されている。
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